
改訂版の発行から約 6 年、初版からは 10 年以上が経ちました。こ

の間、調剤薬局を取り巻く環境は大きく変わりました。新型コロナウ

イルス感染症の流行もあり、地域医療を支える薬剤師の役割が改めて

見直された時期でもありました。日々の業務にあたってこられた薬剤

師の皆様のご尽力に、あらためて敬意を表します。このたび、 3 訂版

を発行させていただくことになりました。

薬剤師の役割は、改訂版で取り上げた「対物業務」から「対人業務」

への流れがさらに進んでいます。自動化や生成 AI の実装が進むなか

で、対人業務の比重はいっそう大きくなっています。地域包括ケアの

担い手として、医療機関やケアマネジャー、在宅医療チームと連携し、

患者やご家族に寄り添うこと。生活習慣病の重症化予防、ポリファー

マシー対策、フォローアップ業務など、処方後の長い時間軸に責任を

持つこと。これらを支えているのは、結局のところ現場で働く一人ひ

とりの薬剤師であり、その人たちが学び続けられる組織です。

「患者から選ばれる薬局の鍵は人材である」という本書のメッセー

ジは 3 訂版でも変わりません。薬剤師の偏在と採用難は続いており、

賃上げや物価高への対応も経営課題となっています。一方で、人的資

本経営やエンゲージメント、健康経営といったテーマは、地域に根ざ

す調剤薬局でも避けて通れないものになりました。私たち社労士の現

場でも、患者からも社員からも評価が高く、業績を伸ばしている薬局

の経営者は、皆さん「いかに気持ちよく働いてもらうか」を真剣に考

えておられます。社員一人ひとりの力を引き出し、「働きがい」「生き

がい」を感じられる組織をつくる。そうした薬局が、これからも選ば

れる薬局になっていくと思います。

本書は、医療機関・調剤薬局・介護施設のご支援を通じて得た知見

をまとめたものです。就業規則の改定、労務トラプル相談、人事評価
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はしがき

制度の策定など、経営者の方と一緒に考えながら蓄積してきた内容で

す。第 1 部では、調剤薬局を取り巻く経営環境を、市場データや薬剤

師需給、調剤報酬改定の方向性とともに解説しています。第 2 部では、

労務管理の土台となるコンプライアンスと就業規則について取り上げ

ています。第 3 部では、社員満足度を高める職場づくりの観点から、

選ばれる調剤薬局へのステップを解説しています。今後の薬局経営の

一助になれば幸いです。

最後になりましたが、本書の執筆にあたり貴重なアドバイスをくだ

さいました調剤薬局経営者、関係者の皆様、情報・知恵の引用を快諾

してくださいました皆様、そして 3 訂版出版にご尽力を賜りました株

式会社日本法令の伊藤隆治様、三木治様にこの場をお借りして深く感

謝申し上げます。

令和 8 年 5 月

あかね社会保険労務士法人 山中晶子

ヒューマンアシスト 水田かほる
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第 1 章調剤薬局とは

法律上の決まり

(1) 調剤薬局の位置づけ

調剤薬局とは、医療機関が交付した処方箋を患者から受け付け、そ

の処方箋に従い、患者に対して医療用医薬品や医療材料を交付（販売）

する業を営む者をいいます。法律上は、「薬局」と定義づけられ、「薬

局」＝「調剤薬局」となります。この本では、一般的な呼称である「調

剤薬局」を用いて話を進めますが、法律上どのように定義されている

のかを確認しましょう。

槃局は、「医薬品、医療機器等の品例、有効性及び安全性の確保等

に関する法律」（略称：医薬品医療機器等法、薬機法）という法律で定

められており、次ページのような許可区分になっています（図表 1-1) 。

薬局の場合は、管理薬剤師という薬剤師を 1 名配置する必要があ

り、また、調剤業務を行う薬剤師が必ず必要です。店舗販売業の場合

は、取扱い医薬品によって、薬剤師もしくは登録販売者が必要となり

ます。登録販売者とは、以前は「薬剤師」だけに認められていた「一

般用医薬品」の販売骰格を、第二類・三類に限り新しく定めた資格保

有者にも認めたものです。

(2) 薬局の機能別区分（認定薬局制度）

令和 3 年 (2021 年） 8 月の改正薬機法の施行により、薬局のあり方

は大きな転換点を迎えました。単に薬を渡す場所ではなく、患者が自

身に適した薬局を主体的に選べるよう特定の機能を持つ粟局を都道府

県知事が認定する「認定薬局制度」が導入されたのです。これは、従

来の「架局」の許可に加え、その機能に応じて次の 2 つの認定を受け
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■ 図表 1-1 現行の法律上の区分

業態の種類 説明

楽局 薬剤師が販光または授与の目

的で調剤の業務を行う楊所

店舗販売業 店舗において一般JIj医薬品を

販売または授与することがで
きる医薬品の販売菜

配骰販売業 一般用医槃品のうち、経年変

化が起こりにくい等厚生労働
大臣が定める基準に適合する
ものを家庭等に配置すること

により販売または授与するこ
とができる医薬品の販売業

卸売販売業 専ら薬局淵設者、医薬品販売
業者、医薬品製造販売業者、
医薬品製造業者、医療機関の

1開設者等にのみ医槃品を販売
または授与することができる

医薬品の販売業

られる制度です。

① 地域連携薬局

第 1 章調剤薬局とは

専門家 取扱い医薬品

楽剤師 すべての医薬品

薬剤師 薬剤師はすべての一

または 般用医薬品
登録販光者 登録販売者は第一類

を除く一般用医漿品

原則として すべての医槃品

薬剤iili （取り扱う医薬品に

応じて必要な人貝あ

り）

入退院時や在宅医療において、他の医療提供施設（病院、診療所、

介護施設など）と連携して対応できる薬局です。地域包括ケアシステ

ムの一奨を担い、患者に対して一元的な薬学管理を行う役割が期待さ

れています。

② 専門医療機関連携薬局

がん等の専門的な薬学管理が必要な患者に対して、他の医療機1見と

密に連携して対応できる薬局です。ここには、高度な専門性を持つ薬

剤師の配樅が求められます。

これらの制度の麻入は、薬局経営において「立地（ 1'’|前）」さえよ

ければ安泰だった時代から、患者に選ばれるための「機能」が1/-fl われ
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第 1 部調剤薬局の経営環境

る時代へと変化したことを、法的に裏づけるものといえるでしょう。

(3) 保険薬局と保険薬剤師

法律上の許可区分で、調剤の業務を行うのが「薬局」ですが、実は

「薬局」としての許可を受けただけでは、保険調剤を行うことはでき

ません。保険調剤とは、保険医が発行した処方箋による医療用医薬品

を医療保険制度によって調剤することです。保険薬局とは、健康保険

法などに基づく保険調剤業務が行える薬局のことをいいます。

つまり保険薬局は、薬機法に基づく「薬局」の許可を都道府県知事

から得て、さらに保険薬局として厚生労働大臣の指定が必要です。保

険薬局として指定を受ければすべての保険調剤が行えるかというと少

し違います。医療制度は、医療保険と老人保健制度に基づくものだけ

でなく、公費負担医療制度、労働者災害補償保険、介護保険などがあ

ります。保険薬局に加えてそれぞれの制度の根拠となる法律による指

定を受ける必要があります。また、麻薬を処方するためには麻薬小売

業者の免許も必要となります。

よく「すべての病院の処方箋をお受けします」という看板を見かけ

ますが、そうなるためにはすべての保険制度に対する指定、すべての

医薬品を扱える許可が必要ということになります。

薬剤師免許についても同じで、薬剤師免許を持っているだけでは保

険調剤は行えません。調剤に従事する保険薬局の所在地の地方社会保

険事務局長に届出をして、保険薬剤師としての登録が必要となりま

す。保険薬剤師は、登録された保険薬局のみで保険調剤を行うことが

できます。複数の薬局で調剤をする場合は、すべての薬局でそれぞれ

登録が必要となります。薬局には必ず「管理薬剤師」という責任者を

置かなくてはなりませんが、この管理薬剤師は、その管理する薬局の

みでしか登録をすることができません。
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第 1 章調剤薬局とは

業態別の区分

法律上の許可区分とは別に、実務上の業態としては大きく以下の 2

つに分類すると理解が進みます。いずれの業態においても、令和 3 年

の法改正や国のビジョンに基づき、これまでの「立地」ビジネスから

患者に選ばれる「機能」直視のビジネスヘと、そのあり方が問われて

います。

(1) 調剤専門型

調剤専門型の多くは、病院や診療所のすぐ近くに店舗を構え、処方

箋の受付と医薬品の交付に特化した業務を行っています。一般的に

「門前薬局」と呼ばれていますが、近年では規制緩和により、病院の

敷地内に出店する「敷地内薬局」も見かけるようになりました。

しかし、単に病院の近くにあれば安泰という時代は終わりつつあり

ます。国は、「患者のための薬局ビジョン」において、「立地から機能

へ」という明確な方針を打ち出しました。特定の医療機関の処方箋だ

けに頼るのではなく、地域住民の服薬梢報を一元的に符理し、在宅医

療にも対応できる「かかりつけ薬局」や、改正薬機法で制定された「地

域連携薬局」「砧i |"l医療機関連挑薬局」へと、その役割を進化させる

ことが求められているのです。

(2) ドラッグストア・健康サポート薬局

処方箋なしでも贈入できる医薬品（一般用医薬品）や日Jfl品、食品

などを幅広く品ぞろえし、店舗の中に調剤窒を併設する業態です。生

活者の身近にある利便性を活かし、調剤併設型が増加しています。

この業態と親和性が高いのが「健康サポート架局」です。これは、

厚生労働大臣が定める基進に適合し、市販薬や食事・介護の相談対応

など、地域住民の健康保持・増進を利't極的に支援する機能を持った薬

局のことです。ドラッグストアは今、単なる物販の場から、地域の健
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第 1 部調剤薬局の経営瞑境

康ステーションとしての役割へと舵を切っています。

.,,..................................................................................................... .. 
◆参考◆ 日本標準産業分類

総務省が発表している日本標準産業分類という分類があります。こ

れは、統計を産業別に表示する場合の統計基準として、経済活動を分

類したものですが、業態の分類として分かりやすいので記載します。

日本標準産業分類では、別表のように分類されています。薬機法上

の許可区分とは切り離された分類の仕方です。

【日本標準産業分類（令和 5 (2023) 年 7 月改定）より一部抜粋】

中分類 56 各種商品小売業

564 ドラッグストア

中分類 60 その他の小売業

600 管理、補助的経済活動を行う事業所 (60 その他の小売業）

601 家具・建具・畳小売業

602 じゅう器小売業

603 医薬品・化粧品小売業（薬局、化粧品小売業）

604 農耕用品小売業

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．竃●●富．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．｀．．．．．鵞●疇．．．．．．．．—........富．．．．．．竃●●●●鳳•9
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第 2 章調剤薬局の市場珊境

調剤薬局の市場規模

調剤薬局の市場規模は、直近のデータで約 8 兆 4.000 仰円 (2024

（令和 6) 年度）という巨大な市場にまで成長しました。しかし、日

本の調剤薬局の歴史を紐解くと、その道のりは決して平坦ではありま

せんでした。 1974 年（昭和 49 年）に医療牝抑制を目的とした「医薬

分業」の政策が祁入されるまで、私たち日本人には「処方箋を持って

薬局へ行く」という習恨そのものがなかったのです。かつて医療機関

は、公定価格（薬価）よりも安く薬を仕入れることで、その差額（薬

価差益）によって利益を得る経営が一般的でした。

ところが、 1974 年に処方箋料が 10 点 (100 円）から 50 点 (500 円）

へと大幅に引き上げられたことをきっかけに流れが変わります。この

年が「分業元年」と呼ばれるゆえんです。その後、国の強力な後押し

もあり、 1990 年代以降、分業率は1Jll速度的に上昇しました。

現在、医薬分業率は約 82% (2024 （令和 6) 年度）に達しています。

物理的に薬局に行けないへき地や、院内処方が適しているケースを考

慮すれば、実質的な「完全分業」の上限は 75~80％程度といわれて

おり、数字の上での「天井」は既に突破したといってよい段階に入り

ました。市場全体のパイが膨らむ時代は終わり、これからは「いかに

選ばれる薬局になるか」という質への競争に入ったといえるでしょ

つ。

f全国の調剤薬局数
全国にある薬局の数は、最新のデータで約 6 万 3,203 軒 (2024 （令

和 6) 年度末）にもなります。街のあちこちで見かけるコンビニエン
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第 1 部調剤薬局の経営環境

スストアが約 5 万 7,000 店舗ほどですから、実はそれらよりもずっと

多くの薬局が日本中に存在しているのです。

しかし、この数字を見て、単に「薬局って多いんだな」と感心して

いる楊合ではありません。これだけ数が多いということは、それだけ

ライバルが多いということです。市楊全体がこれ以上大きくならない

中で、たくさんの薬局がひしめき合っているのですから、その競争が

いかに激しいか想像できるでしょう。これだけの数の中から、患者さ

んに「あそこがいい」と選んでもらい綾けることがいかに大変か、こ

の数字がはっきりと教えてくれているのです。

面分業と点分業

点分業とは、特定の病院や診療所からの処方箋をマンツーマンで受

ける形態を指します。いわゆる「1叶前薬局」と呼ばれるスタイルです。

調剤薬局の経営効率という而だけでみれば、点分業には大きなメリッ

トがあります。特定の医療機関の処方箋がメインとなるため、見阻れ

ない処方がくることが少なく、在即医薬品の種類を絞り込むことがで

きるため、不良在肌のリスクを抑えやすくなります。これまで大手

チェーンを中心に、多くの調剤薬局はこの「f"]前」への出店戦略に

よって成長してきました。

これに対して而分業は、特定の医療機関に限定せず、広い地域から

様々な医療機関の処方箋を受け入れる形態です。例えば、患者さんが

内科と整形外科、 1恨科など複数の病院にかかっている場合、それぞれ

の病院の前にある楽局（点）ではなく、自宅や職場の近くにあるなじ

みの薬局（而）でまとめて薬を受け取るスタイルです。ーか所の薬局

で楽をまとめて管理することで、飲み合わせのチェックや瓜複投薬の

防止など、患者さんにとって安心•安全な医療を提供できるのが最大

の強みです。

今、国が進めているのは、この面分業へのシフトであり、その中核

を担うのが「かかりつけ薬剤師・莱局」です。 2016 （平成 28) 年の
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第 2 章調剤薬局の市場累境

診療報酬改定で制度化された「かかりつけ薬剤師」は、単なる頻なじ

みの薬剤師ではありません。患者さん一人に対して一人の薬剤師が恵

屈でつき、服薬状況を継続的かつ一元的に管理するしくみです。誰で

もなれるわけではなく、「薬局勤務経験 3 年以上」「週 32 時間以上勤

務」「認定薬剤師であること」など、一定の要件を満たした薬剤師だ

けがなることができます。かかりつけ薬剤師は、複数の医療機関から

出された薬の管理はもちろん、 24 時間対応での相談応福や、在宅で

の服薬指導など、患者さんの薬物治療に深くコミットします。そして、

この機能を持つ薬局が「かかりつけ薬局」です。

原生労働省が策定した「患者のための薬局ビジョン」では、「立地

から機能へ」というキーワードが掲げられています。これまでは「病

院の目の前にある（立地）」ことが染客の鍵でしたが、これからは「患

者さんの生活梱にあり、健康相談や在宅対応まで任せられる（機能）」

ことが求められるのです。国は、すべての薬局がこの「かかりつけ機

能」を発揮できる社会を目指して動いています。単に処方箋を処理す

る場所から、地域住民の他康を支える拠点へと薬局の存在意義そのも

のが大きく変わろうとしているのです。

今後の市場動向

i

-

|

l

 

調剤薬局市場の大きな特徴は、大規模なチェーン展開による森占化

が他の小売業界に比べてまだ進んでいないという点です。私たちの身

近にあるドラッグストア業界では、上位 10 社で既に市場の 6~7 割近

いシェアを占めていますが、調剤薬局業界では、大手チェーンといわ

れる上位 10 社の売上を合計しても、市場全体の十数パーセント程度

に留まっています。中小規模の薬局が依然として数多くひしめき合っ

ている状態です。

しかし、市場を取り巻く珠境は、かつてのような「出せば伸びる」

という成長期から、明らかにフェーズが変わりました。これまで業界

の成長を牽引してきた「医薬分業率」は、国が目標としてきた水準に
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第 1 部調剤薬局の経営景境

達し、既に頭打ちの傾向を見せています。市場全体が自然に拡大して

いくステージは終わり、今あるパイを奪い合う競争が始まっているの

は避けられない現実です。加えて、国の医療費削減方針のもと、薬価

の引下げや調剤報酬の見直しは今後も続くでしょう。かつてのように

「薬価差益」や「処方箋枚数」だけに頼った経営では、利益を確保し

続けることが難しくなっています。

こうした背景から、規模のメリットを活かして経営効率を高めよう

とする大手チェーンによる M&A （合併・買収）は、今後ますます加

速していく見通しです。市場が成熟し再編が進むこれからの時代にお

いて、規模を追うのか、それとも地域に根ざした「質」で勝負するの

か。自社の立ち位置を明確にし、変化に対応できる薬局だけが生き残

れるステージに入っているのです。
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